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研究要旨：成長ホルモン治療の適応基準として、平成12年の乳幼児身体発育調査結果に基づき、

出生から6歳までの身長の平均値と標準偏差値を男女別に平滑化し、平均-2SD、-2.5SD、-3SDの1

ヶ月ごとの基準値を求めた。従来の平滑化の値を用いて算出した基準値に比べ値がなめらかである

ゆえに、基準値として有効に活用できるものと考える。
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はじめに：

バイオテクノロジーの進歩普及に伴って、か

つてはウシ下垂体から生成され供されていた成

長ホルモンも、遺伝子組み換え技術により飛躍

的に生産されるようになった。そのためその適

用については、十分に考慮された基準に基づく

必要が生じてきた。

身長は体重と異なりその分布のゆがみが少な

く、大きい方と小さい方へほぼ対称な分布を示

すことから、身長発育の評価には平均と標準偏

差にもとづく方法が取られることが多く、また

そのための基準が提供されてきた。先般までし

ばしば使われていたのが、平成2年の全国デー

タによる基準である!)。

平成12年の乳幼児身体発育調査結果2)が厚生

労働省から公表されたことにより、この基準に

ついても新しいものに改訂する必要が生じた。

0歳から18歳までの身長と体重のパーセンタ

イル値についてはすでに平滑化値が算出された

3)。身長の平均値と標準偏差についてもこれま

でいくつかの試みが行われたが、主に1歳代を

中心として偶然変動が残存し、グラフ上横につ

なげた場合の平滑性に問題が残っているのが現

状である4．5)。

このため、乳幼児期において各パラメーター

に平滑化を行い、これを学校保健統計6)に基づ

く6歳以降になめらかにつなげたので、これを

報告する。

方法：

厚生労働省乳幼児身体発育調査結果のうち、

身長に関して年月齢ごとに集計した平均と標準

偏差の値を用いた。平均については、男女とも

5カ所に分けて多項式によって最小二乗法によ

る当てはめを行い、eyefitによりグラフ上おの

おのが節点でなめらかにつながるようにした。

これらはさらに、学校保健統計から求められた

6歳以降にもなめらかにつながるよう配慮した。

標準偏差については、グラフ上出生時の値を

通り学校保健統計に基づく6歳以降の標準偏差

になめらかにつながるような1次関数を求めた。

このように、平均と標準偏差を別々に平滑化す

る方法や、標準偏差を一次関数で平滑化する方

法は、Altmanの論理7)に裏付けられている。
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結果と考察

平均値の平滑化結果を男子については図1に、

女子については図2に、年月齢ごとの平滑化前

の値と、6歳以降の学校保健統計からの基準値

（点で表してある）とあわせて図示する。また、

平滑化曲線を得た節点と、それぞれの区間にお

ける曲線式について、表1に示す。

標準偏差の平滑化結果について、男女それぞ

れ図3，4に示す。平滑化式は

男子:0.001198x+2.138

女子:0.001172x+2.089

である。

これらの計算結果を組み合わせて、平均-2S

D,-2.5SD,-3SDの平滑化値について図示したも

のが図5，6である。平滑化前の年月齢別の平

均値と標準偏差から算出した同様の値と重ねて

示した。また、1ヶ月ごとに年月齢を式に代入

して値を計算したものについて、表2～4に示

す。

本検討結果は、方法論の上で改善の余地はあ

るものの、任意の年月日齢における基準値を算

出できる点と、値がなめらかであること、6歳

以降とも連続している点で、基準値として有効

に活用できるものと考える。疾患の種類によっ

て、治療の対象となる基準が平均から標準偏差

のどれだけはなれているかが、異なるので、対

応する値を正確に示してゆくことが必要である。
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図1男子身長平均値の平滑化結果
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表1．平均値の平滑化曲線の式
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図3.男子身長標準偏差平滑化結果
身畏漂礪個差(応､）
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身長 図5.平滑化式から算出された男子身長基準値
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表2

(別表2） (脳腫瘍等器質的原因による成長ホルモン分泌不全性低身長症､ターナー症候群及び
プラダーウィリ－症候群用）

表3
(別表1） (成長ホルモン分泌不全性低身長症､慢性腎不全による低身長用）

表4
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65.966．867．768．769．570．371．272．072．873．574．274.8
76.477．077．678．278．879．379．980．480．981．482．082.5
75.576.176.777.377.878.478.979.480．080.581.181.6
83.083．584．084．584．985．485．986．386．887．387．788.1
82.182．683．283．784．284．785．285．786．286．787．187.6
88.689．089．489．990．390．791.291.692.092.592.993.3
88.188．589．089．589．990．490．891．391．792．192．693.1
93.794.294.695.095．595.996.396.897.297.798.198.6
93.594．094．494．995．395．796．296．697．197．597．998．4
99．099．599．9100．4
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